
東京外国語大学

国際日本研究センター主催

＊＊＊＊＊　7月 24 日（木）　＊＊＊＊＊
 13:00-13:30　趙  奕山（ZHAO Yishan、東京大学）

   　日本新左翼運動の遺産を再考する ̶ 柄谷行人と廣松渉を手がかりに ̶

 13:30-14:00　頼  瑜瑩（LAI Yuying、東京外国語大学）

   　大学における柔軟な対応力とイノベーション

      ：日本の専門職大学における危機管理に関する技術の役割

 14:00-14:30　Pham Hoang Anh Tuan（The University of Sydney）

   　Understanding the “Religious Freedom” in Vietnam and Japan after World War II

 14:40-15:10　ホ  ジヒョン（HEO JIHYUN、東京外国語大学）

   　韓国人日本語学習者の感謝表現に対する日本語母語話者の評価

      ̶ 大学生活場面の対等な関係を対象とした予備調査 ̶

 15:10-15:40　沈  秋彤（SHEN Qiutong、東京外国語大学）

   　中日接触場面の初対面会話における自己開示要求発話連鎖

 15:40-16:10　Przemysław Rozwadowski（Adam Mickiewicz University）

   　文法体系から見た日本語の文 

＊＊＊＊＊　7月 25 日（金）　＊＊＊＊＊
 13:00-13:30　郝  叢叢（HAO Congcong、東京外国語大学）

   　植民地期大連における中国「新文学」作品 ―《泰東日報》上の巴金《家》を対象に ―

 13:30-14:00　カン  シン（GUAN Xin、東京外国語大学）

   　大江健三郎初期作品における娼婦表象 ――「見るまえに跳べ」を中心に

 14:00-14:30　Joyce Anastasia Setyawan（名古屋大学）

   　物語の外側へ：バンド・デシネ『恋するザムザ』に見る翻案の戦略

 14:40-15:10　何  展鵬（HE Zhanpeng、東京外国語大学）

   　「同化」という疫病――星野智幸の植物小説をめぐって

 15:10-15:40　林  青（LIN Qing、東京外国語大学）

   　大衆文化としての活動写真への実践 ―― 谷崎潤一郎「アマチュア倶楽部」

 15:40-16:10　黄  景婷（HUANG Jingting、吉林大学）

   　『旅行満洲』における「満洲」表象 ―― プロレタリア作家を中心に

夏季セミナー2025

お問い合わせ先：国際日本研究センター E-mail: in-icjs@tufs.ac.jp

※　参加をご希望の方は以下のリンク先または QR コードよりお申込みください。 
申込締め切り ： 2025 年７月 21 日 （月） 午後 5時（日本時間標準）

https://forms.gle/S5BSx1RhX68bCLb77

7 月 24 日 ( 木 )〜7 月 25 日 ( 金 )、13 時から

一般公開、ZOOM 開催（事前申し込み必要）　

サマースクール研究発表会


